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保他，医旅，WiWll： `１８０ 1．７０２ 3.063 ４．９５６ 7.755 １０．６６７ １１．２９８ 
ｲl:会教育 249 `Ｉ ２．０()３ ３．７４(） 6.306 8.827 395 
まちづくり 230 856 1.725 ３．０８７ ５．１５４ ７．４２３ ７．８９８ 
学術，文化， 術，スポーツ ３ 676 1．３３５ ２.`１４１ 4.027 ５．８６５ ６．２４７ 
環境保全 １７`Ｉ 68`Ｉ 1.357 ２．３３７ ３．８３５ Ｌ２４７ 5.789 
災;!；:救援 8７ 231 389 ６ ３ ６ 95`Ｉ 1．２４７ 1.309 
地域安全 6３ １９７ 382 692 95`Ｉ 1．２４７ 1.762 
人椛擁護，平ｆⅡ１ＩＩｉ進 102 3８１ 7`Ⅱ 1，２９３ ２．１１１ ２．９１０ ３．０６３ 
lIl際|ﾙﾙｶ ４ 632 l」８６ ２．０１９ 3．１３１ ４．２０３ ４，４４５ 
ﾘ｣女共同参in ８１ 249 456 794 1.275 1.723 1.831 
ｲ･どもの健全ｱｱ成 232 84`！ 1.695 ３．０５`Ｉ ５．１０２ ７．２６４ ７．７７０ 
↑i州l化社会 ０ ０ (） (） １ ６ 958 1．
科学技術振興 ０ (） 0 (） 5８ 465 554 
総済iili性化 ０ ０ (） ０ 159 1．２３３ Ｌ ３６ 
職業能力，）1&)１１機会 ０ ０ ０ ０ 1６３ 1,432 1．７０２ 
１１１Ⅲ者ｲﾘ代謹 ０ (） ０ ０ 6８ 533 628 
Ｎｌ〕Ｏ団体の援助活動 236 868 1．７８４ ３．２２９ ５．４００ ．０２１ ．６１４ 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































錘透ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ･ｱｿｼｴｰｼｮ 宮;;ﾛﾛ､kk扁典．懲夢 <墓i詮）〔Ｌ］ ｼ； 
、………雲iiiillii翼先進諸国の社会的経済
多様な／グローカルな公jLfl1
出所：粕谷信次（2003）図１２を簡略化
《注》
（１）われわれの本節の叙述は，2005fl皇11)二|に成功製に|｝HIli1された「Thierry
Jealltet氏を１７(講しての'五||祭市民フォーラム「｢社会｢１９企業」による「サ
ードセクター」のEiYi新，そして『迦１１):」に基づく経済システムの榊築を「ｌ
指して」というフォーラムのバックグラウンド・ペーパー（拙稿「なぜ，
Ｔ・ジャンテ氏をＷ(諸してシンポジュームを開Ili1するか｣）として著したも
のにかなりI､なる。しかし，ここでは，そのバックグラウンド・ペーパー
に多くを拠りつつ，〈はじめに〉で述べるような少し異なった切り'て1で，
730 
〈新しい雅史主体〉の特徴とその可能性に徐々に迫っていくべく，川兼修
j1Zしたものである。
（２）’三１本への社会的経済の紹介については，Ｊ、ドゥフルニ，Ｊモンソン編著
１９９２（富沢撹治，内lll哲H1l，佐滕誠，石塚秀雄，’１]Ⅱ|雄一郎，長岡顕，菅
１１『正純，｜ﾘ'１沢iijl〔勝，桐生lYi]武訳1995)，Moreau,Jacquesl994（石塚秀夫，
ｌｌ１久保邦夫・北島健一訳1996,寓沢liHf治・１１１１二|淌史（1997）など参11(<･
他力，すぐ後にドゥフルニが，もう一つの雛三セクターの捉え方として
あげる非常ｆｌＭ紬（ＮＰＯ）の|]本への紹介もほぼ時期を同じくしている。
Drucker，ＰｅｔｅｒＦ、１９８９（上[１１悴Lli・佐々木爽智男訓1989)，SalamoI1，
LesterM､andAnheier,ＨｅｌｍｕｔＫ､１９９４（今ＨＩﾉ,LA臘訳1996)。なお，ｆ11訳
されていないが，TheJohIlsHopkillsCenterの|正1際比較jli)|:先を挙げてお
けば，Salamon，LesterMandAnheier，ＨｅｌｍｕｔＫ、eds．（1998)，
SaIalnon,LesterM.（1999)，などがある。
（３）粕谷信次（2005）において，「1811:紀」となっているが，１９世紀に訂JlH
し，お詫びしたい。北島健一（1997）参11((。
（４）以_上の叙述については，富沢賢治（1997）および北島健一（1997）によ
る。
（５）サードセクター，社会的経済，社会的企業についてのわれわれの剛ｉｗＬ
は，もっぱらBorzaga,CalldDefourl1y,』.,eds.(2001)におけるドゥフル
ニの緒論，iilij編者の結論による。
（６）ＥＭＥＳは，その後も，次のようなプロジェクトを進め，その成果を''１
版するとともに，多くのワーキング・ペーパーをＥＭＥＳのＨＰから発信
している。PERＳＥプロジェクト（20()1-2004）：労働統合分野における社
会的企業のパフォーマンス（theSocio-EconomicPerformanceofSocia］
EnterprisesintheFieldofWork-II1tegration)，TSFEPSプロジェクト
（2001-2004）：ヨーロッパにおける保育サービス（ChildcareServicesil1
Europe)，ELEXIESプロジェクト（2002-2003）：ヨーロッパにおける社
会統合のための社会的企業(SociallntegrationElIterprisesi、Europe)。
’１}版物としては，ボルザガ・ドゥフルニ編ｉ社会的企業」の他Eve1.s,A
andLaville,皿Ｌ・eds.(2004),Borzaga,Ｃ､andSpear,Ｒ・Eds.(2004）など
がある。
（７）その後も，イギリスでＣＩＣ（｢コミュニティ投資会社｣)，フランスでも
ベルギーと同じような「社会的|=|的をもった会社」等々，企業形態革新が
続いている。
（８）以｣二のような，「社会的企業」の台頭による，ヨーロッパ.サードセクタ
｢〕Ｍ）(不i)U｣は,こｊｌをいかにllljlllけるか：||/|(にj〕け６「１１:会iIＩ縮)ii｣|}雌||卿(その3）７３１
－のイノベーションは，たしかに，｜]本でも，ＮＰＯ，ＭＩＩ同〉Iiu谷|對係多什や
li)|:究打のｌＩｌに，すでに関心を呼び起こしている。Ⅲ全的企業」のｲIliil<肴
を含む，注］で言及した'五||際TlJlCフォーラムの呼びかけ人およびそのliWl辺
の人々は，その先端にあ')，ヨーロッパ社会的企業の訓森や{iﾙ究をリー
ドしている。
たとえば，近年，１１本ＮＰＯ!γ:会では，塚本一K|I，柳沢敏勝，’111」illi平
等（2002,2004)，北島Iik-，’1]村陽一，清水洋行，藤仲敦史（2005)，あ
るいは，Ｉ１Ｍｌｌ崇・1111部鰭Ｔ･，｝１１１」正之等（2()()5）によって，「社会｢|<｣企
業」や「ソーシャルエンタープライズ」をテーマに織り込んだ報告やパネ
ル討論，ワークショップがﾙⅡ縦されたり，著書や報告書も1:'１行ざれ妬め
た。また，アーバン・コミュニティ・プラットフォーム「'三l災社会的企業
交流プロジェクト」が「都ilTiMiとソーシャルエンタープライズ（社会的
企業)」というフォーラムを|Ⅱ1111!している。しかし，これらは，もっぱら
イギリスのそれに】さ'|'している（そのイギリスについては，ごく岐近，協
|TTM合クレジット・ユニオン，｜汁１発トラスト，コミュニティ・ビジネスな
ど刑|ﾙiMilii型ごとにＩｌＵｌｉ説し，法人格・Iは政１脚造をはじめｉ|:公的企業のIlill度而
を包括的に紹介するSocialEllterl)ｉｓｅＬ()lldon(2()01）の翻訳（2005）も現
われている)。また，’'１)||雌一郎（2005）も，かなりⅢｉｆ山を遡りつつ，イ
ギリスのワーカーズ・コープを紹介している。
それに対して，しばらく以1iiiから生Iiiliクラブ・ワーカーズ・コレクティ
フＷ係者は，イギリスも含め，ヨーロッパ・カナダの協同jllll合を訓ｌＩｌｌＴ交
流する旅を企imiしていたが，近ｲﾄﾞ，イタリアの社会脇|所Ｍ合のIii〔i動，とり
わけ障害者就労をj、して祉会参)｣||を文桜するしくみづくりに柴'|'して，交【
流を深めている伽爆紘毅編（2004）「社会的にﾌＭｌな立場の人々とＢＨＩ』社
会協同組合１,'７尺セクター政策機|:慨。このイタリアの社会的|肋|可組合につ
いては，脇|両]総合ｲﾘ|:究所も洲杏報〈lｆ（lTT]20()4）を行っているが，ll1ll1変T・
(2004）が，社会絲１片学祝ﾉA(から｣｣'1論il9にも，また歴史｢19,文化的背景に
おいても，そして，とくに突態的にも優れた分析を川|えている。
また，宮本太郎（2003,2004）は，後に触れるが，ポストｉｉｉｲ11二国家の福
祉ミックスにおいて，社会｢１９企業が血嬰な役Ⅱ;'１（ジェンダー平等化'１１１題も
含めて）を１１[い得ることを，ワーカーズ・コレクテイブ（コープ）を例に
あげて提)起している。
さらに，「人)耐|:会ｌｌｉｌ題(iﾙﾌﾞﾋﾟ所雑誌」もNo.560-561と２号にわたって
｢災lIlの福祉改革の1,ﾘIri]とｺﾞ§Ⅲ途ﾙ､(」(1)，｜荷I（２）と特雌号をilllんでいる
〔そのなかに，ソーシャルエコノミーを]|ｍから扱った，「Iﾘ洲｛忠（2()()5）
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も含まれている〕。
（９）以下，公絲法人改111〔に於ける政府．行,攻事務局の助きは，基本/,<ﾉに，
http://www・gyoukakM()jl)/al)out/in〔Iex-koueki｣ｌｔｍｌからの行政改ｊＩｉｉ
事務局資料に雌づく。
(l()）堀Ⅱ|ノノ「北川ｌｌｉﾉﾐ人Ilill皮改ＩＩＩｉにllUし，ご意hL､エールをお;Ｉｆせください」
（2003.2.14）httl)://ｗｗｗ・sawayakazaid〔1,.orjl)/i-index・ｈｔｌｎ
(11）MIlブル'１１Ⅱ'二Ⅲ１．大Ill達ﾘ」「処議評」（htt,)://ｗｗｗ・npowel).jp/news/）
(12）さわやかⅡｲ１１１「M陞訴Ｅ〕liliﾉ《'1一流ＩＭＣ?l1Ill柵ｉ棚（http://www・sawayak-
azaidan・or.』p/i-illdexhtm）
(13）堀越芳'1（｛（199())，および｣111越芳lIr（「脇'7丁Ｍ'1谷基本法の提案」
http://jicr､roukyou・gr.』l)/Ilakl《en/2000/()23/tokushu-horikoshihtm，お
よび，Dと本昌也「統一|肋|TTM合iﾉ《とワーカーズ．コレクテイブ法を結ぷ」
ワーカーズ゛コレクテイブ゛ネットワーク・ジャパン編（2001）
(14）http://www｣loujiLombudsm〔,I】・org／
(15）以12のTljlGiI9公共性についての縦論は，幸いにも，’'１１－１定「新しい公共
性を求めて－>lMmlll1念・)jM律」’'１１｣定・佐藤燕吉・'１１島茂Nil、小ⅡM素lﾘ１
編（2003）「新しい公共|/|←そのフロンティア」イ丁斐ＩＨＩの議論に共,!‘する
ところが多い。強いて''''論の特徴を言えば，「新しい歴史主体」形成の|i'１１ｉ
写の一こまとして，ここで特徴として雌認した①，②，③の論点を強調し
ているところにある。
(16）コミュニタリアンとリバータリアンを｣|洲するコミュニタリアン．リベ
ラリズムにjmじる，この''''二ｌ定の三iﾐ帳にも熱く賛|可する。その'''１題に対す
るわれわれのil1i定的１１１/１１答は，Ｊ１ﾓﾉWlilで，ガダマーとハーバーマスの対話的]上
場として論じた。また，村｣上泰亮を取り_|さげて論じたこともある（粕谷信
次1994）「|]本・Jl〔アジアの興隆と社会科学のパラダイム転換に関する＿
考察」WorkiIlgPal)eｒ（IllstituteofComparativeEconomicStudies）
No.39,1994.〕。
(17）谷'二|吉光（2004）「'三1本股業を守る雌ｉｋをめざして－首都|jijlコープの１１i｢ｉ
ｉｉL〔－」は興味深い。
(18）宮本太郎（20()4）によるが，リ|)'１を汎ぜて，リ|Ⅲ'1.がまとめた部分もあ
る。まとめが粋什のIlUIli1と迷う吻合はり|川ﾗ片の責柾である。
(l()）先に'三1本のﾂﾅllill判協|丙川合逆Ilillが「脇|i了l労Ilill」ということばをキーワー
ド廠んににつかっていることにＩｌＩｌれたが，それもここでいう「市民ﾂﾅI川
の文脈でIllW1（することもてきよう。
(2()）イＪ１膝芙登｣WＬ（2003）
｢jiIilI1ii）(１《i)U｣は,これをいかに刺|けるか：}|水におけ&「１１:会ll1llMLi(｣llILiLlilliIllf(その3）７３３
(21）アメリカにおける新しい労I1Iill運IHI)としての「社会述1助ユニオニズム」に
ついては，グレゴリー・マンツイオス綱（Ｆｕｊｉk秀夫朧i沢2001)，ケント・ウ
ォン綱（)三i塚秀夫・llllllif>|;i1i-鵬訓20()3)，｜玉|際ﾂﾅIlill川究センター細著
（2()05)，また，社会迎1Ｉｉ１ｌ｢１９州lｿ)述ｌＩｉｌ１とは(''１か，先行文献を雛理したものと
して，鈴木蹄（2()()5）などかなり多くなっており，（i大１%(社会||Ⅱ題研究所
雑誌」Ｍ１:会述1Ｉｉｌ１的ﾂﾅ１１１ﾘI運1Iiil1論のllMj念と｣〕A状について特柴を組んでいる。
また，’三1本の州1IiI連動はそれから何をどう学ぶかという議論も本文で触れ
たように，コミュニティ・ユニオン，迎合，その他含めて艦んになってい
る。
(22）「LkiiIi貨介」については，まず，ステファニー・ルース（荒谷幸江訓緬
2005）「アメリカにおける生i1I1i賃金述血１１｣，また，１ＭKでのその検討につい
ては，′Mlllii1i武（2005）「LＩ対ili賃金述勅と|]本の課題について考える」｜玉｜
際州lill1i1l:先センター綱將（2005）
(23）福)|ﾈＩｉ介（2005）の共益を超えて公益へｌｉｉｌかうというIllえ方は，われわ
れの「TlTlM9公共性」の捉え方と尖'鴫しえる。また，コミュニティ・ユニ
オンをその|((i進の了ｉｉ体として捉えるということもわれわれと郷きあう。
(24）実は，アメリカにおいても|両｣様に，ツナ|jⅡl迎1Ｉｉ１１の新しい流れは，労働jlMl谷
におけるジェンダー平等化を１１１要な'''1翅として＃'2起し，「ペイ・エクイティ
連動」を腱ｌｌＭしている（に|城獅子2005)。
《参考文献》
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《Abstract》
Ｔｈｉｓｐａｐｅｒｓｅｃｋｓｔｏｃｌａｒｉｆｙｔｂｅｉｍｌ)licati()I]ｓａｎｄｃ()I]veyfullydevel‐ 
opedimagesofestablishinga‘`Recycling-1)asedSociety”|)ｙｌ)l-omoting 
socialecon()ｍyandradicaldemocracytlIatwasl)resel]ｔｅｄｉｎｏｕｒ 
ｌ)recedingarticle,``Astrategyo［multil)Iicityforregi()naldcvelol)ｍｅl]t： 
learllillgfr()ｍ‘elldogenousdevelopmel]ｔｔｌ]eory'ａｌｌ。`regionalstructure
theory'''(KeizaishirinVo1.72No.4).Wewillfocushercllotonsystems， 
1)ｕｔｒａｔｈｅｒｏｎｔｈｅａｃｔｏｒｓｗｌｌ()wouldtrytoconstructa“Recycling-based 
Society，’ｉｌｌｔｅｒｍｓｏｆｌ)othEnvirollmclltalRecyclingａｌＩｄＳ()cialRecy‐ 
clillg(thatis,socialinclusi()、()ｆｔｈｅｓ()ciaⅡyexcluded）
First，weintroducethe〔levcl()l)mentil1EUcountriesoftbemost
illnovativel)art（)［ｔｈｅｎｅｗｓｏｃｉａｌｅｃｏｌ１ｏｍｙ，‘socialel]terl)rises，，and 
whattheseenterl)risesareexl)ectedt()contributctowardrestructuring 
allunsustainablesocietyil]toasustail1able（)I]e、
Secondly，ｗｅｆ〔)Ⅱｏｗｈｏｗｓｏｃｉａｌｅｌ]terl)riseshavel)eell（levelol)ingin
Jal)anandfilldthatevel]inJal)ansocialel1terl)riseshavebcenemergillg 
fairlyｗｅⅡ’１)ｕｔｔｈａｔｔｈｅｓｃｃｔｏｒｓｔａｎｄｓａｔａｃｒ()ssroadalldfacesboth 
l)romisil]gprospectsalldenorm()uｓ（1i(ficulties， 
Last，ｗｅｃｏｌ]siderstrategiestoellablethissectortogr()ｗｌａｒｇｅａｌ１ｄ 
ｌ)owerfulelloughtoeffectarefor、（)（theunsustail]al)ｌｅｓ()cietyintoa
sustaillableolleｔｈａｔｉｓ``Recycling-based''ｔｌ】rouRhillcludingtheexclud‐
ｅｄａｎ(lcreatinganewsocialspherewllicbsublatesstereotyl)eddichot‐ 
ｏｍｉｅｓｓｕｃｈａｓ`l)ublicsector/state/c(〕lnmonintcrests'ｖｓ.,privatesec‐
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tor／markets／privateprofit',`paid'ｖｓ.`unpaidwork',being`employed， 
ｏｒ`employable'ｖｓ・being`unemployed'ｏｒ`disabled',`taxation'ｖｓ.`dona‐
tion',`jobs'ｖｓ.`volunteerwork',`producer'ｖｓ.`Consumer',`products'ｖｓ． 
`waste'，ａｎｄｓｏｏｎ・
Inthecourseofthesedeliberationｓｉｔｉｓｏｕｒｂｅliefthatimagesof`new 
historicalandsocialsubjects'willbecomemoreconcreteandclear． 
